



























































































































































































































仮名 年齢 性別 勤務校 日本語教授歴
A ４４ 男 国立普通高校 １０年以上
B ３４ 男 国立普通高校 ６年以上１０年未満
C ２６ 男 国立普通高校 ３年以上６年未満
D ２９ 男 国立宗教高校 ３年以上６年未満
E ２６ 女 私立普通高校 ３年以上６年未満
F ２５ 女 国立普通高校 ３年未満
G ３２ 女 私立普通高校 ３年以上６年未満







日程 場所 対象 授業者 参観者（１３）
２０１３年２月 スマラン 国立普通高校 １０年生 ３９名 Ｈ教諭 ８名
２０１３年３月 スマラン 国立普通高校 １０年生 ３７名 Ｃ教諭 ７名
２０１３年４月 スマラン 私立普通高校 １０年生 ２６名 Ｅ教諭 ８名
























































































































































































































































チームとも講師派遣、研修参加等の形で協同している。<http : //icls.upi.edu/v5/> ２０１４年８月２０日参照
（１２）２０１３年１月１１日から１５日までジョグジャカルタ特別州・バントゥル県にある国立セウォン第３中学校１
年生のクラスで行われた。
（１３）実践の都合上、参加者は制限したが、地域に開かれた活動とする目的をもって毎回の「レッスン・スタ
ディ」にはメンバーではない者も参観者として参加できることとした。
（１４）設問によっては無回答のものもあったため、すべての合計値が１００％にはなっていない。
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